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災害時安定供給施設

２
人市

内
に
住
所
を
有

し
、現
に
居
住
し
て
い
る

市
の

男
女
共
同
参
画
に
関
心
の
あ
る

 

公
共
性
の
観
点
か
ら
意
見
を
述
べ

ら
れ
る

市
の
職
員
お
よ
び
市
議

会
議
員
で
な
い
人

委
嘱
の
日（
平
成
28
年
２

月
10
日
）か
ら
２
年
間

男
女
共
同
参
画
の
推
進

に
関
す
る
計
画
の
策
定
お
よ
び
変

更
に
関
し
て
の
調
査
審
議

男
女

共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
意
見

や
苦
情
に
関
し
て
の
調
査
審
議

年
３
回
程
度

次
の
事
項
を
記
載
し

た「
申
込
書
」と「
作
文
」を
持
参
ま

た
は
郵
送
で
企
画
部
市
民
活
動
支

☎

▶

▶

▶

☎

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

援
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
性
別
・

生
年
月
日

職
業
・
勤
務
先

経

歴（
職
歴
・
学
歴
等
参
考
と
な
る

事
項
）
地
域
に
お
け
る
活
動
の

状
況

応
募
動
機

※
申
込
書
は
企
画
部
市
民
活
動
支

援
課
に
備
え
付
け
て
あ
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。任
意
の
様
式
で
も
可
で
す
。

※
作
文
は「
男
女
共
同
参
画
社
会
」

と
題
し
、４
０
０
〜
８
０
０
字
程

度
。様
式
の
定
め
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
27
年
11
月
20
日

（
金
）〜
12
月
21
日（
月
）必
着企

画
部

市
民
活
動
支
援
課（
市
民
協
働
推

進
係
）　

〒
９
８
７
―
０
５
１
１

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
中
江
２
丁
目

６
番
地
１

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

　

県
で
は
、
公
共
事
業
再
評
価
に

関
す
る
資
料
を
公
表
し
、
皆
さ
ん

市
民
お
よ
び
そ
の
愛
犬

（
体
格
は
中
型
ま
で
）

実
技
指
導
や
し
つ
け
方

の
個
別
相
談
、
防
災
対
策
な
ど
の

講
話
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

警
察
犬
松
本
訓
練
所
公

認
訓
練
士　

松
本 

章あ
き
ら　

氏

各
地
区
７
組（
聴
講
は
20

人
ま
で
）

電
話
、
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル（
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル
の
場
合

は
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

受
講
希
望
地
区
、
愛
犬
の
名
前
を

記
入
の
上
、「
し
つ
け
方
教
室
受

講
希
望
」
と
明
記
し
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
）。

市

民
生
活
部
環
境
課（
生
活
環
境
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

０
２
２
０（
５
８
）３
３
４
５

死kankyo@
city.tom

e.m
iyagi.

jp

　

市
で
は
、
平
成
28
年
度
の
非
常

勤
職
員
、
臨
時
職
員
、
パ
ー
ト
職

員
の
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

※
過
去
の
登
録
者
も
再
度
登
録
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

保
育
士
、
児
童
館
・
子

育
て
支
援
指
導
員
、幼
稚
園
講
師
、

教
員
補
助
員
、
看
護
師
、
准
看
護

師
、
介
護
福
祉
士
、
看
護
助
手
、

運
転
業
務
員
、
事
務
補
助
員
な
ど

登
録
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
総
務
部
人

事
課
ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
電
子

申
請
）に
よ
る
登
録
も
で
き
ま
す
。

※
保
育
士
や
看
護
師
な
ど
、
資
格

を
要
す
る
職
種
を
登
録
す
る
場
合

は
、
そ
の
資
格
証
の
写
し
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
。

総
務

部
人
事
課
、
医
療
局
総
務
課
、各

総
合
支
所
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ

り
ま
す（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）。

平
成
28
年
４
月
か

ら
任
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、
平

成
27
年
12
月
28
日（
月
）
ま
で
に

登
録
し
て
く
だ
さ
い（
郵
送
の
場

合
は
必
着
）。

任
用
者
は
、
登
録

さ
れ
た
人
の
中
か
ら
必
要
に
応
じ

て
選
考
し
決
定
し
ま
す
。

▼
総
務
部
人
事
課　

〒
９
８
７
―

０
５
１
１　

登
米
市
迫
町
佐
沼
字

中
江
二
丁
目
６
番
地
１

☎
０
２
２
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２
２
）２
１
４
５

迫
西
大
網

第
二
住
宅（
登
米
市
迫
町
佐
沼
字

大
網
地
内
）

集
合
住
宅（
一
部
２
階
建
）

24
戸（
内
訳
／
２
Ｄ

Ｋ
＝
22
戸
、
３
Ｄ
Ｋ
＝
２
戸
）

各
戸
１
台
の
み

平
成
28
年
中

東
日
本
大
震
災
で

被
災
し
た
市
民
お
よ
び
市
外
で
被

災
し
て
登
米
市
へ
避
難
し
定
住
を

希
望
す
る
人
で
、
住
居
が
全
壊
・

全
流
失
ま
た
は
、
大
規
模
半
壊
、

半
壊
と
な
り
住
宅
を
解
体
し
た
世

帯（
り
災
証
明
で
震
災
時
の
世
帯

を
確
認
し
ま
す
）
現
在
、
仮
設

住
宅
や
応
急
仮
設
住
宅（
み
な
し

仮
設
）に
入
居
中
ま
た
は
、
居
住

不
可
能
な
住
宅
に
間
借
り
を
し

て
い
る
世
帯（
す
で
に
一
般
の
ア

パ
ー
ト
な
ど
に
入
居
し
て
い
る
場

合
は
対
象
外
）
生
活
再
生
支
援

金（
加
算
支
援
金
）を
受
給
し
て
い

な
い
こ
と

入
居
者
全
員
に
市
税

の
滞
納
が
な
い
こ
と

申
込
者
ま

た
は
同
居
予
定
者
が
暴
力
団
員
で

な
い
こ
と

※
震
災
発
生
時
に
登
米
市
内
に
居

住（
住
所
を
有
す
る
）し
て
い
た
世

帯
が
優
先
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
身

体
障
が
い
者
が
い
る
世
帯
、
70
歳

以
上
の
み
の
世
帯
、
18
歳
以
下
の

子
ど
も
が
い
る
母
子
・
父
子
世
帯
、

小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
が
い
る

世
帯
は
優
先
世
帯
と
な
り
ま
す
。

※
他
市
町
村
で
災
害
公
営
住
宅
へ

入
居
が
決
定
し
て
い
る
場
合
、
重

複
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

平
成
27

年
11
月
20
日（
金
）〜
12
月
18
日

（
金
）
※
期
限
厳
守住

宅
都
市
整
備

課（
住
宅
管
理
係
）　

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
６

◉

☎

の
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

地
域
高
規
格
道
路

宮
城
県
北
高
速
幹
線
道
路
主
要
地

方
道
築
館
登
米
線
Ⅱ
期（
中
田
工

区
）道
路
改
良
事
業
、
同
Ⅲ
期（
佐

沼
工
区
）道
路
改
良
事
業県政

情
報
セ

ン
タ
ー（
県
庁
地
下
１
階
）、
各
地

方
振
興
事
務
所（
仙
台
以
外
）県
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
、
県
議
会
図
書
室

（
県
議
会
庁
舎
）、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w
w
.pref.m

iyagi.
jp/site/hyoka/

）
平
成
27
年
11
月
30

日（
月
）（
消
印
有
効
）ま
で
に
、

郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

県
震

災
復
興
・
企
画
部
震
災
復
興
政
策

課　
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